
はしめ1こ

―般 に林学関係の訪義を受けると 箱 えたホは全て活着 しそのため優良木を育てるため

には除伐や間伐 を行い適度 な密度 を保つ必要がある と 教え られ る。 とこちが 生 き物て

ある木は絶え方が恐いと望年にはす くに精れて しまい 除 伎 間 lFとこちの話ではな くな

る。全てが消滅 して しまうことさえある そ のため あ る場所 に木 を植えたことす ら忘れ

去 られ 数 年たつ とまた同 しことを線 り返 して しまう。 このようなことは 一 般道林地 と

rFてこれ るところてはあま うないと忠われるが 環 境条件の厳 しい場所ではよく見 られ る。

失敗草例 はあま り記録 として残 ることはない。

なぜ木が枯れるか こ れには税 々な原日本考え られるが 実 際には人お的な ミスが重な

つていることが多い。つま う 計 画面ていうな らばその場の環境に適さない計画てあると

か 実 施 面ていえば植栽適畑 をのが した り不良苗木を用いた り と い うようなことであ る。

ここでは 二 に植殺計画を進め る上で とのようなことを考えていかなけれはな らないか

ということについて =に 環境こ という視点か ら述べる。

環 境 繰 イちセ ミナ ー 1 0 9 5

■■ 緑 イヒ ァ tデ イ  ン マク プす たよ

――- 4 3本 の生育夜境としての水辺空間 一一一

孫口 敏 (日本テークーサービス麟練地計画萱〉
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環境線化セ ミナー 1995

【環境圧 と福載許闘〕

先に 「その場の環境に道さない計画Jと 述本たが と のような環境が村木の生首に適さ

ないのか。この樹木の生育にとってマイナスとなるような環境因子を環境にという。

ことが重事である。
写真-1

よに環境圧が作所 した場合 胡 末の生青形LEにどのように現れて くるかについて述ぺ る。

環境圧 は写真- 1

に示すように 気 叡

に関す るもの 土 壊

に関す るもの 水 に

閃するもの 他 の生

物に関するもの そ

して大拓的なもの

と様々を稿顔があ る。

このようと環境圧 を

計画ALの周囲にお )

る村木の生青形椿り

Ⅲか ら読み とり 植

親計画に反映 してい く

【事例てみ る環境圧 】

●気叡に関する環境圧

0風

写真- 2は 商幌町付

近のシラカ ンパの排

地防風林てある。石

狩低地中は受季の概

木の生育期 に南寄 り

の風が卓赳 し て の

彫需 を受けて樹水は

全て北側 にl rいてい

る。成長の理い樹木

=ど顔 旨が大きい傾

-44-

写真-2



樹木 を梅 えた時に との程度の広が どちらか ら吹いて くるのか を 知 ることがで きる ま た

このような風の影害を受けた樹形を□争畑ヤ といっている。

向がみ られる。

範囲を広 げて 樹

木の傾 きの方向をブ

ロットしたのものが

写真‐3で ある。 ここ

ては野幌丘陵の影響

を受け西側 に行 く ま

と傾 きは函寄 りにな

つてい る。

このような現象か ら

写真- 4は 遭北のえ

塩町付近の比軟的海

岸に近い場所の林帝

である。写真左側 が

日本梅である。海p J

か ら順以村高が高 く

なつて きているのが

わかる

日本構側 ては 立

季の終わ りか ら秋姿

にかけての塩分を合

んた強風のため褒柄

基部に塩類が苦積 し

葉に形成 される冬芽が括れて しまう こ のため 海 側り枝は伸び されす 隆 側 たけに伸び

る偏 った騎形 となることが多い ま た れ 側の樹木慎 どこの影習が大 きいため f j l高は高

くな らない こ のようなことか ら 悔 側 ては廓高おt低く降側 にい くに したかつて断高が高

くなる林帯が出現す る。 このような林存の形状 を自衝ホ形 という 匠 の強 さの一つの 目安

とすることがで きる。

写真- 3

写真 - 4
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O F II

与 ■―らは シラカ ンバの 卜に

■ ナ イ ヒバ をF颯 してい そⅢ

Ⅲlであ る l P 技 1 + 4 は ど■ ■

ⅢⅢ,い Ⅲ につ いてはイ"て あ

る" 1  ン ラカ ン′iの村 肛下 に

あ る=オ イ ビバ" `  そ の両 )

イ トの ものに1ヒヘl●悧 =Ⅲ さ

いt lがおか る

シ ラカ ンバのサ1粒Ⅲ ら離 れ

るに したⅢ って=オ イ ヒバ の

村 市 が市 くを ってい うこ とⅢ

ら H W 4 t O I ヒ 打 てい ると

青 え られ を

年■- 6は ツ″レ

ヤナヤのⅢl紅下に打!

1立し,エ ツヤマす ク

ラの水淀てある 上

Uお う,十1してい る

ため |ドやイtま上に

, t rそ ●とⅢlてます

シイレヤナ■●をい

,市 へ と枝 を‖ まし

てい る こ のように

すJ一 に枚■4う ない

なす もし町l A !に よ

るものてあ る

写■-5

―

-46-
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環 境 練 化 セ ミナ ー 1 9 9 5

O  I I J

雪口であ る北れ遭

では 冬 になればJ

本のごとく雪が取 も

る 多 い とこるでは

冬のl t彗堂は 7～

8口 にも及オ ことが

ある 積 皆は 4 4前

てはクライ トとな降

力の合成 によろ加丘

が樹木にかからし

平L Lてヽ沈眸力が力|

わる。

写I I‐7は f 4面上の

樹木 の状態てある

冬川 には常に糾面上

L IからのオU理が加わ

り 樹 木は倒伏 して

しまう こ のような

状態が毎年のように

練 り返 され ることに

よって写真- 8の よう

にl P元が大 きく曲が

つて しまう こ のl H

元の帥か りの大 きさ

か ら雪のケさを知 る

ことがで きる 一 方

イ地ては ″ ライ ド

はないが 攻 降方が

焼木 に加■を与える

写 真- 7
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凍 焼 f t F 化セ ミナ ー 1 9 9 5

rヽ 坦 でぁ こため 沈

降力 の方 向は一定 せ

ず 行 f加 重 の方 向

カイ変わ る こ のため

写 真- 8の ような狼 元

8 8がりは生 しないが

写真‐9の よ うに砕 が

グニ ャ クニ ャの状 態

とな る。 これか ひ と

い時 には提 灯 の よ う

に坦 み込 まれて しま

うこ ともあ る

●上め に関する編境E

C l過通

▼I 1 1 0ユ表面俳水

勾配を考えて基続道

成を行 っているJ例

である せ つか くよ

市非水勾配をつけて

ヽ な ■材料か精「4

■であるため 水 は

,は改とされてお う

す l l l部によたま り

お(てま ア プラガヤ

が生育 しているよう

な状作であ る 地 域

されたアカニツマツ

のよ好な成長は里め

ないたろう

写Jl-9
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環 境 練 化 セ ミナ ー 1 9 9 5

●水 に関す る調境圧

O航 水や埋殺

与其 11ま渋水の後

の河"数 のlr子であ

る。流八土砂によつ

て埋波 した り 上 砂

によって樹皮がめ く

れた りしている。

●生物に関する環境庄

○動物 による食き

萩林 ては 期 ネズ

ミやエツユキウサキ

エツシカの食者が起

きる。特 に郎の少な

い冬季に冬茅や村皮

が食へ られ る例が多

ヤヽ

資 べ られ た跡 を 食 痕 とい う" 【

この 食 痕 か ら積 雪 深 を知 る こ と

もで き る。

写真 12ま イ タヤカエアの冬

芽がエツユキウサイに食へ られ

た痕である す るといチイフて

切 られたようになつているのが

特徴てある。

写真 ! 1
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写真 13ま野ネズ

ミによって枝の樹皮

が食へ られた種子で

ある。幼祉Hjのうち

に幹のまわ りを一同

するように41べられ

て しまうと 枯 死 し

て しまう

O■ 本 との歳合

防 Ill柵なとを設置

すると そ のサ後 は

弱厘成 とな り 栂 ネ

に とって た けて は な

く 草 ネ に とって ヽ

案浅 しや す い環境 と

な る 写 真 14は

防tFr柵付ftのヤ ナ キ

理技 が 他 の車 本頼

に被圧 されて い る様

子であ る。 ピツクテ

ー アをつ けた ものが

ヤナキ頼 であ る

0大 あ 的 な環境 圧

ここて ま 人 ね的な環境匠 とい うよ りも 植 政時の大力的な ミスについておぺ る

0杷 抗崎の深植え

娘近 よ うや く苗木か ら植枝 してい く と いう方法が定古 しつつある し か し こ れま

て支柱 をするような大きな木の杷戒にl l lれて しまったため 古 木の深植えを して格 らして

しまっている例が各地てみ られる 支 柱がないか ら倒れそうで不安である と いうのが梅

える方の気持ちなのだろうが 濡 某 として祐れて しまうということに , (気 がついて紋 し

, とヽ鷺 う

写 真 1 3

写真Ⅲ4
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車 塩 4 R 化セ ミナ ー 1 9 0 5

枝まで埋めてしまっているとこ写真 1 5は深植えのた0や れて しまったカラマツであ る

ろt  r l自したい。

>_

与 k 1 5

- 5 1 -



O 玄 l i

立社は布t i  r t 仁りJ木 力i恨モ‖る=て 主えるたt Aの'社 効である 立 キを して' 1たると

いうこと"常 話 と■われているため Ⅲlに,ェt  l Jなtの とな り と のよう■Ⅲ■, ( 1わ るか

ら女|十"必 Iな のか ということがこれ られていること"夕 い 以 ドにその Ⅲ例 をⅢ■

, 1 ! 1 1 = 常 荷下」にエツヤマすクラを市1 1しているJ ,サてあ る ネ 火てあれば れ 向上

方か らの」 「に対 して■抗モ さをように支| |を設‖|ヽ さとこる,“ 迦 になつてい を

写4 r 1 7■ と ⅢⅢ力ヽ うO 1 4の 1レ留た テをそえて主にを ■u Iして しまい 七 Jに よるⅢ工 を

言えなかつた仰てあ る.

F ド

写r(16

,■ 17 -52-



郵 壇 緑 化 セ ミナ ー 1 9 0 5

写真 1 8 1 9は 受 社 をしたためにかえつて雪析れを促進 して しまつた事例である。

多雪地では 欄 水 と支柱の結栄点 ようも積J深 が凛いところがある。

このような場所でt t

織京 した場所か らH F

が析れた り ま た

しoろ 純が綴んて沈

峰力て下方に1っ ぼ

られてのため幹が新

れて しまう例が多 く

み られる。植戒計画

時に首木の規格 を考

ほ し こ のような支

柱がな くてヽまいよ

うな方法を とらなけ

ればな らない。

写真 1 9

- 5 3 -
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環 境 緑 化 セ ミナ ー 1 9 0 0

先 に支柱は仮設物てあ る と 述本たが この ことは意外に理解されていない。

写真 2 0は節水が旭大成長を始めているにもかかわ らす怯和縄 をとらなかったため 少 し

幹に くい込んで きている事例であ る こ のままの状態ては い すれ幹が くびれて しまい強

限などて折れやす くなつて しまう。

″エモ

写真‐2 0

与哀 2 1は支柱の橋末そのものが樹木の肥大成長を配嘗 した している事例である

単に橋木のために肥大F t長がはきされてい るたけてな く 椋 欄胤がな くなっているため

こすれて 村 度が傷ついている 腐 朽菌が入 bや す (  断 のキ命を短 くするもとである

写真 2 1
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を したた め に か え つてむ木 が折 れ て しまった球例 であ

圧 に よって寝て しまい翌奉再 す立 ち上が る性 質"あ り

行 う と した ら苦 先の

積踏 の方●4垣要 であ

る

環 境 緑 化 を ミナ ー 1 9 9 5

写貫 2 2

る。 この程度の大 きさの活ネは雪

冬幽い1 ま不要て も し育型件草を

C l冬口い (雪口い)

多雪地である北海

道ては 庭 木などは

冬囲いをするのが常

讃 とをっている こ

のようなことか ら

どんな場合ても冬四

いが必要だ と思いこ

み か えつて彗t  r F

っていることがある

写夷 2 2は 樹 高 7 0

～8 0 c n程度の芭木 に

冬囲い (荒純l lり)

写真 2 3はヤナヤl「

様に冬田いとした例

であ る 本 来ヤチヤ

類は 「ヤナイに風J

なとといわれるよう

に 相 J来 欧任があ

る 植 えた本の性質

を知 らない ことか ら

このようなことがな

され るのであろう。

-55-
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環 境 様 化 セ ミナ ー 1 9 9 5

O切 定

ピ接水辺とは関係ないが 気 になる■例を つ

写真 2 4は 首 路樹 として植えられたエツヤマサクラである。枝か校に岐っていないこと

から冬は冬口いをやつているものと思われる。また剪定 していることに注日したい。

よく |さくら切るバカ  Jと いわれるように サ クラ類の' V定は慎とに行われなけれ

ばならないものである こ れはサクラ類はf 7 jり0か ら菌が優入しやす く 加 1古れ病やテツ

グ典舶なとが発生 しやすいからである。通常は樹液が流動 しはじめる前 冬 姿に明定を行

い 切 リロには必すペンキなとを睦ってF 5病処理を行う。ここではこのような処理をほと

こしている取期はみ られす I」定作業が村勢を弱める原四となっている

●表 24
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環 境 緑 イヒセ ミナ ー 1 0 9 6

( f E較計画を進める上て】

これまで環境「 とまとのようとものか 事 例を中 心に述本てまた。それては環境圧 と梅

取計画との関係はとのようにとらえたら良いのであろうおヽ

写真 2 5

写真 2 5は凍l t  E

と保題工 とが植える

木の大 きき 密 度 な

とか とのような関係

にあるのか老枚武的

に示 したものてある。

環境圧が厳 しい つ

まり 常 に強限にさ

らされ る と カヤ☆雪

が多いとか 厳 しい

場P F rに植 える場合 に

はそれ らを緩和する

候融工 そ れf b密て

堅回なものが必要 と

な り 小 さな意木をた くさん植えなければ杷技をt l功させ るのが麓 しいことを示 している

逆に 庭 な との環境兵件のおたやかな ところては娘初か ら大 きな木 を植えてヽ大丈夫た し

畜茂 もI tくて措む こ のようなことをます念mに 置 く必要がある

秋 にとのような手脂て考えて行 くかを示す。写真 2 6よそのクローを示 したものであ る。

ます 相 米 との ような姿に したいかを決めなけれはな らない こ れは そ の場所な どのよ

うな観所 例 え感市街地に接 するのか 捜 l Lに接 するのか な とによって空わ って くるし

また地形条件などでも択なる よ に自然にまかせた場合  と のように選移 してい くかをぢ

えなが ら当初続なモデルを設定する。この段晴て 先 にt Lべた環境圧 との関係て 本 当に

将来モデルを完成で きるのが否かを再度校討する必要があ る。 このままで0【 ということ

になれ ま 共 体的な植載工館追成許前 福 萩保護工計 r H  続載計画 (前和 規 格 桁 載晴

抑)を 被討 してい く

官きは若千前後するが と のような場所 なら と のようと緑の災をつ くってい くか  と い

う誤幽 にも甑れてお く 3年 程前に超内の水辺環境林 についてアンケー トを とったことが
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環 地 擦 イヒせ ヽナ ー 1 9 9 5

あるが 今 体の2 7 3が主にお国的なF規 や縄水に配l tしたものとなつていた 周 辺の■地カ

用め t r何にかかわらす い わゆる公田づくりが自立っていた こ のような水辺環境林づ く

りはかえつて遠和活をまね くものであ り m t r  i地利用あるいは折り辺の正行だなどに適合 し

た経づ くりが必要である。

写真 2 6 に河川 と

周辺 の 十地利加  白

然に  大 十度 の口係

を模 武的 に示 した

一般 に苅 !  は ヽ流 に

い くに とおF市 都がは

が り ■ 抗 にい くほ

と森林 が多 い こ れ

を,サな形 で述本 ると

下 抗郁 ほ と大工Ffが

青 く 上 流部ほ と自

然度 が 高 い といえ る

喫打 那 な どは そ の

中田lt杵 にイヤ位 ,,

られ る 水 辺FR境 林

の道 成 をた両 す る場

合  こ の よ うな 市然

にと人工度の' Cね合

いのⅢて ど のよう

な4‐が,き ゎしいの

かをちえていく必要

があろう

写 真 2 6

-58-
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環 境 様 化 セ ミナ ー 1 9 9 5

【線のデザイン】

最後に 表 題にあった森のデサインに若子触れたV  ヽ 木 を植えるということが あ たか

も産木を植 えた り 筒 路樹のような大 きさの木 を植えた り と いうことで拷譲化されてい

ると木事業 の中で は 木か ら桁載 してい くのにすザインとは とうい うことか と いう凝間

もあろうか と8う 。水辺環境林のデサインを考える時には 1 0年後  2 0年後 にどのような

要になっているか と いうイメージをもつことが娘も必撃とことである そ んな先の こと

は と 思 うことが多いたろうが 首 木か らの植栽であっても植裁か ら2～ 3年

で経のポ リュームを演出す ることは十分可能であ る。

写真 2 8まモの事例である。福載後 2成 長期を経 たケヤマハンタキである。梅栽時は6 0

cコ程度 であつたものが す てに 3 1 n近 くも伸びている 全 ての規種が このような速い伸び

を示 すということてはないが ま す緑のホ リュームを短期間で穂 くという意味では十分で

あろう と うあえす線のポ リュームをつ くり 最 終的には2 0年 3 0年 後に という考え方で

のでむ こと力`最 も安全で確実を方法である。

【
―

】

写真- 2 0

- 5 0 -
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さらにブサインということてもう一つの専例 を挙 チ3

最7 F r  特に棋づつみなどで 川 のそばに'ク ラを続えたいという要望力1多い "の そfま

は 開 放奎出て嵐が通 り抜けやす く 瓜 に窃いサクラ類には 実 は不適 当な場所である

橋開のサクラの下て と いうのが顧望のようになっている愚もあるが 写 真- 2 9のような

サクラの見せ方は とうたろうか。I P kい線 と機い終 そ してその中の燕紅色のエリャマサク

ラ よ リサ クラの実 しさを,ま 立たせている。

主役たけの擁合で

は 離 が主役かわか

らな くなる。=役 を

,き 立たせ る鶴役が

いて こそ主役あをヨ き

立つのである 植 敏

のデザ インを考える

時ヽ改めて考えてみ

る必要があろう そ

して こ れ らの臨役

は単に主級をヨき立

たせ るた テてr kなく

主役か吉つまでの保

麓も して くれるのた

か ら…

【44わりに】

これ まで主に環境産を,い に述本て また 樹 木 をインテイケーターにして郵境 を議む

ということ ま自然の言薫や森の言末 と読みとることであ る。 自然の言葉 森 の言葉は い

くら勉強 してもわか らない。その中に八 つてお らうことが唯一の勉強法であろう。是非

森の言葉 を身につけて 安 全で確実な水辺映境林つ くりを して欲 しい と期 うものである。

写真-29

-60-




